
決選投票で自民党の新総裁に選出され、拍手に応える石破氏（ 日、党本部）

　
自
民
党
は

日
投
開
票
の
総
裁
選

で
石
破
茂
氏
を
第

代
総
裁
に
選
ん

だ
。１
回
目
の
投
票
で
過
半
数
を
得

ら
れ
ず
、上
位
２
人
に
よ
る
決
選
投

票
で
２
１
５
票
を
得
て
高
市
早
苗
氏

に
勝
利
し
た
。
月
１
日
召
集
の
臨

時
国
会
で
岸
田
文
雄
首
相
の
後
継
と

し
て
第
１
０
２
代
首
相
に
指
名
さ
れ

る
見
通
し
だ
。

　
総
裁
任
期
は
２
０
２
７
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
と
な
る
。党
則
は
１
期

３
年
、連
続
３
期
９
年
ま
で
と
定
め

る
。

　
石
破
氏
は
党
役
員
や
閣
僚
の
人
事

に
着
手
す
る
。週
明
け
に
新
し
い
党

執
行
部
を
始
動
さ
せ
、
月
１
日
に

召
集
さ
れ
る
臨
時
国
会
で
の
首
相
指

名
選
挙
を
経
て
新
内
閣
を
発
足
さ
せ

る
見
通
し
だ
。

　
総
裁
選
に
は
過
去
最
多
の
９
人
が

立
候
補
し
た
。１
回
目
の
投
票
は
国

会
議
員
票
３
６
８
票
と
同
数
の
党
員

・党
友
票
の
計
７
３
６
票
で
争
っ
た
。

高
市
氏
は
議
員
か
ら

票
、党
員
か

ら
１
０
９
票
の
計
１
８
１
票
を
得

た
。石
破
氏
は
そ
れ
ぞ
れ

票
、１
０

８
票
の
計
１
５
４
票
で
２
位
。小
泉

進
次
郎
氏
は

票
と

票
の
計
１
３

６
票
を
獲
得
し
た
。

　
決
選
投
票
は
議
員
票
３
６
８
票
と

都
道
府
県
連
の

票
の
計
４
１
５
票

で
競
っ
た
。石
破
氏
の
２
１
５
票
に

対
し
高
市
氏
は
１
９
４
票
だ
っ
た
。

　
石
破
氏
は
地
方
創
生
を
掲
げ
、東

京
一
極
集
中
の
是
正
の
た
め
地
方
へ

の
企
業
進
出
を
促
す
制
度
を
唱
え

る
。災
害
に
対
応
す
る「
防
災
庁
」を

年
度
中
に
設
け
、将
来
的
に「
防
災
省
」

に
格
上
げ
す
る
方
針
だ
。

　
首
相
就
任
後
の
３
年
間
で
デ
フ
レ

完
全
脱
却
の
達
成
を
訴
え
る
。
日

の
記
者
会
見
で「
岸
田
政
権
の
取
り

組
み
を
引
き
継
ぐ
」と
述
べ
た
。最
低

賃
金
を
２
０
２
０
年
代
に
全
国
平
均

で
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
。

　
一
部
企
業
へ
の
法
人
増
税
や
金
融

所
得
課
税
の
強
化
に
意
欲
を
示
す
。

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
少
額
投
資
非
課
税
制

度
）や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
）を
対
象
と
す
る
こ
と
は
否

定
し
た
。

　
ア
ジ
ア
版
の
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）を
つ
く
る
構
想
を
披
露

し
た
。
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